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図-3 銭高風の月面会議場8) 図-4 西松建設のエスカルゴシティー9)
図-5 東急建設のルナ-テキスタイル ･ファンデーションスラブ工法10)
図-6 大成建設の月コロニー11) 図-7 清水建設のコンクリー ト製月面基地12)




















































































































































成功 し,着陸船は1982年まで機能 し,周回船 も2年以




































が整数 とは限 らない｡ この ときの kをフラクタル次
元 と定義する｡全体の構造を分割 し,分割されたそれ
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一部を拡大する と同 じ図形が出て くる
図-10 コッホ曲線22)
4.2 ボt.Jクスカウンティング法による測定23)
図形Ⅹが一辺 dの正方形 N(d)個で覆われた とす
る｡ここである定数 kにおいて,様々な大 きさの一









































d(pixel) N(d)(個) logd logN(d)島原 火星 島原 火星
5 148 167 1.609 4.997 5.118
10 148 166 2.303 4.997 5.112
15 134 155 2.708 4.898 5.043
20 120 134 2.996 4.787 4.898
25 102 110 3.219 4.625 4.700
30 89 93 3.401 4.489 4.533
35 74 82 3.555 4.304 4.407
40 66 65 3.689 4.190 4.174
45 58 59 3.807 4.060 4.078
50 49 48 3.912 3.892 3.871
55 46 43 4.007 3.829 3.761
60 39 35 4.094 3.664 3.555
65 32 35 4.174 3.466 3.555
70 36 30 4.248 3.584 3.401
75 29 24 4.317 3.367 3.178
80 27 25 4.382 3.296 3.219
85 26 24 4.443 3.258 3.178
90 25 21 4.500 3.219 3.045
95 23 18 4.554 3.135 2.890
義-2 フラクタル次元と相関係数
島 原 火 星
No.フラクタル 相関 No.フラクタル 相関
次 元 係数 次 元 係数
1 1.17 -0.993 1 1.35 -0.993
2 1.34 -0.995 2 1.48 -0.996
3 1.42 -0.995 3 0.69 -0.978
4 1.27 -0.996 4 1.04 -0.981
5 1.16 -0.992 5 0.90 -0.974
6 1.20 -0.996 6 0.94 -0.983
7 1.36 -0.983 7 1.33 -0.991
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